
令和６年度   第１回  学校運営協議会  

 令和６年７月１０日（水）  

第 1 部 

１ 校長 あいさつ  

２ 委嘱状交付   

３ 委員自己紹介  

４ 会長、副会長選出    

第２部 

５ 学校運営に関する基本的な方針等の説明と承認  

 〇  木崎小学校の教育活動について（学力向上、安心安全、地域とともにある学校づくり、  

教員の資質向上、心の教育）  

    いじめ案件ついては、校長を中心に迅速に対応し、その日のうちに方針を決定している。  

 〇  予算執行計画について  

 〇  家庭学習ガイドラインについて  

 〇  つけたい力をつけるにはどうしたらよいかという視点で作成した。  

    宿題と家庭学習を合わせて自主学習と捉えている。  

 〇  いじめやトラブルはできるだけ速やかに、正確に把握し、その日のうちにある程度の結論

が出せるようにしたい。  

学校は事態をしっかり把握し、こういう動きをしているということを保護者に理解しても

らうなど、保護者を不安にさせないことが大切と考える。  

〇  学校はその子本人をよく知っていることが大切であり、また、学校としての解決能力を育

てていくことが大切と考える。誰かに任せてしまう傾向もあるが、組織的に取り組んでい

くようにしたい。  

 〇  SNS 上のトラブルについて  

 〇  心の成長は目に見えない難しさがある。被害、加害の両者も学校が育てていく必要があ

る。そのため、本当の解決までには長い時間がかかることを保護者も共通理解することが



大切である。  

 〇  保護者は学校をよく知らない面もある。例えば SNS のトラブルは主に学校外で起こって  

おり、本来は家庭で解決すべきだが、学校に対応が持ち込まれてしまうことも多いと感じ

る。  

 〇  先生方の保護者対応などを軽減し、本来の子どもたちが学べる環境をつくってもらうこと

が大切だと思う。先生方が効率よく、効果を上げるための工夫があるとよい。  

 〇  例えば、トラブルが連絡帳を通して担任に伝わると、学年主任に報告し、校長に伝わる。  

    その後は保護者の思いや保護者間の解決の道筋も予想して解決に向かう。  

    児童への聞き取りは担任と主任が行うので、その間の授業をどのように進めるかも課題と

なってくる。  

 〇  学校運営協議会の各委員が、それぞれの立場を意識して連携を図ることが子どもの力をつ

けることにつながってくる。  

本年度の学校運営に関する基本的な方針の仮承認については全会一致で承認 

 ６ 熟議  

   「ありがとう」のあふれる学校、地域を目指して学校・家庭・地域それぞれ何ができるか  

 〇  「ありがとう」のあふれる学校について自治会でも広めていく。  

 〇  数量化は難しいが、育成会でも「ありがとう」の言葉が増えている。  

 〇  どこで「ありがとう」と言うかチャンスを見付けている。  

 〇  親が「ありがとう」と言えば自然と子どもも「ありがとう」と言う。簡単なことでいいか

ら一つのことをみんなでやっていくことが大きな力になる。まずは言葉に発し、「ありが

とう」と言える行為、場面を見逃さないようにしたい。   


